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THz量子カスケードレーザ(QCL) 

• サブバンド遷移を
使って中赤外からテ
ラヘルツ領域で発振
する半導体レーザ 

 

• 小型、高効率・高出
力、狭線幅、長寿命、
連続発振、高耐久 
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• ハイパワー  

• 固体状態のテラヘル
ツ光源 

• 周波数と位相が安定 

 

 

遠赤外光天文学や高精
度分子ガス分光法、通
信などの分野のアプリ
ケーションとして使用

可能 
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本論文では 

• 量子カスケードレーザーの位相同期に

モード同期ファイバーレーザーを使用 

 

量子カスケードレーザーの周波数と

位相の安定化 
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電気光学効果による検出 

• CW-THz-QCL光とSHG光が同時にZnTe結晶に集光 

• ポッケルス効果によりフェムト秒レーザー光線が

振幅変調され、偏光が楕円偏光化する 

• λ/4板で直線偏光になる 
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検出技術の原理 

• 𝛿𝑓− = 𝜈𝑠𝑖𝑑𝑒 − 𝜈− = 𝜈𝑄𝐶𝐿 − 𝑛 × 𝑓𝑟𝑒𝑝 

• 𝛿𝑓+ = 𝜈+ − 𝜈𝑠𝑖𝑑𝑒 = 𝑛 + 1 × 𝑓𝑟𝑒𝑝 − 𝜈𝑄𝐶𝐿 
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• QCLの各温度でのCW光
学パワー・電気特性 

• 最大出力パワーは27mW 

 

 

• 20K, 1.76Aの電流におい

て測定された放射スペク
トル 

• 約13GHzの空洞往復周

波数により分離された五
つの縦FPモードで構成 
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セットアップ 
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高速RFスペクトル 

• スイープ時間13ms  

• RBW=100kHz 

• 間隔0-93MHz 

 

• QCLは1.766Aの電流
モードで動作し, 温
度は20 ± 0.01Kで安
定化 
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実験結果 



University of Tokushima 

まとめ 

• モード同期フェムト秒ファイバーレーザー

を増幅変調するため線形電気光学効果を用

いて2.7THz-QCLの縦モードの位相同期 

 

• SN比80dBのRFビート信号と1Hzのバンド

幅を達成 


